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１．江別小学校敷地利活用に向けた                           
簡易ヒアリング調査 



１．敷地・建物の概要 －江別小学校－ 

 １．所 在        江別市萩ヶ丘19番地 

    ２．敷地面積       ２３，１４２㎡ 

   ３．用途地域       第一種中高層住居専用地域 

   ４．建坪率/容積率   ６０％、２００％ 

 ５．施設規模       校舎延床面積 ４，７３６㎡ 

                 （S28～33築、特別教室棟S52築）  

                屋内体育館     ８６２㎡  

 ６．想定スケジュール  平成28年3月末で閉校 
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２．簡易ヒアリングの概要 

    実施期間：平成26年6月17日（水）～7月6日（月） 

    ヒアリング先：下記５社 

    ヒアリング回数：８回 
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社名 Ｄ社 Ｅ社

全国大手 全国大手

住宅・総合開発 リース

本店 支店 本店 支店 本店 支店 本店 本店

開発営業部署 開発営業部署
開発営業部署
地域開発部署

開発営業部署
営業部署

医療教育部署 開発営業部署 開発営業部署 営業部署
ﾋｱﾘﾝｸﾞ先

Ａ社 Ｂ社 Ｃ社

業種等
全国大手 全国大手 全国大手

総合建設業 総合建設業 総合建設業



３．ヒアリング結果  ①江別市の評価 

◆ 交通利便性や産業立地についての評価あり 

◆ 近時の開発ポテンシャルについては消極的 
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メモ欄 



３．ヒアリング結果 ②当該エリアの評価 

◆ 交通網の整備、イベント開催時の賑わいについては積極評価 

◆ 一方で消極評価も強い 
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メモ欄 



◆ ＪＲ駅至近であること、建物に趣があることは積極評価  

◆ 今後の維持・補修のあり方や費用は検討すべき課題 

３．ヒアリング結果 ③当該敷地・建物の評価 
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メモ欄 



◆ 業務系や住居系での活用には消極評価 

３．ヒアリング結果 ④想定機能（業務・住居） 
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メモ欄 



３．ヒアリング結果 ④想定機能（商業） 

◆ 商業系ではアイデアベースの提案あり 

◆ 視認性の悪さ等は留意点 
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メモ欄 



３．ヒアリング結果 ④想定機能（医療・福祉） 

◆ 医療福祉系では立地可能性を評価 
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メモ欄 



３．ヒアリング結果 ④想定機能（サービス） 

◆ サービス・教育系ではアイデアベースの提案あり 
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メモ欄 



３．ヒアリング結果 ④想定機能（公益機能） 

◆ 公益機能では各種提案あり 

12 

メモ欄 



３．ヒアリング結果 ④想定機能（その他・留意点） 
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◆ 都市機能更新の観点からの提案あり 

◆ 住民の思い、当該敷地が持つ歴史の活かし方等は課題 

メモ欄 



３．ヒアリング結果 ⑤要望事項 

◆ 一定の行政支援を求める声が多い 
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メモ欄 



４．総合評価 

  ◆ 江別駅周辺地区・当該敷地の評価はさほど高くない 

  ◆ 一方、ＪＲとバス網の結節点であること、歴史のある土地であること等、一定の認識あり 

  ◆ 建物価値への評価は高い反面、建物の維持補修コストは課題 

 

  ◆ 業務系、住居系での活用はハードル高 

  ◆ 事業者次第だが、医療・福祉系での活用可能性は相応にあり 

  ◆ コミュニティ機能やアーティスト育成機能等、公益機能での活用可能性もありか 

  ◆ 商業系で活用する場合でも、公益機能との連携が可能かつ有効 

     （地方創生として地域での様々なニーズに対応する「小さな拠点」の議論あり） 

 

  ◆ 具体の進出候補企業の有無、維持保全費用の水準と分担が課題 

  ◆ 当地区の現状/将来見込を踏まえ、当地区に必要な機能が誘導されることが望ましい 

  ◆ 一定の行政支援が前提となる可能性あり 

 

  ◆ 以上を踏まえると、価格優先ではなく導入機能に重点に置いた利活用が求められる 
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２．簡易ヒアリング調査に関する参考事例 
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◆WATERRASU（ワテラス）（東京都千代田区） 住居系活用の参考事例 

   都心の複合開発で、学生を交えた新たな地域コミュニティづくりを目指す仕組みを導入 
   

◆北野工房のまち（神戸市）            商業系活用の参考事例 

   廃校を地域活性化と産業振興に貢献する施設として活用 
  

◆ふらのマルシェ（北海道富良野市）       商業系活用、複合活用の参考事例 

   市民が楽しみ、集い、語らう場としつつ、情報発信拠点として企画 
   

◆シェア金沢（金沢市）                福祉系活用の参考事例 

   日本版CCRCの先進参考事例 
   

◆富山市立芝園小学校及び中学校PFI     教育系活用の参考事例 

   小学校・中学校が同一敷地内にある新たな教育拠点 
   

◆にしすがも創造舎                 公益系活用の参考事例 

   廃校を活用した文化芸術（主に演劇）の創造・交流・発信拠点  

参考事例 



  
■本事業の特徴                                                                              

  学生街である強みを活用するための仕組みづくりを通じて地域活性化に貢献 
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■概要 

 ・平成5年に移転・廃校となった淡路小学校跡地を活用した再開発事例 

 ・オフィス、マンション、学生向け賃貸住宅、商業施設、コミュニティ施設、保育所等を整備 

 ・本施設を核として、”学生を交えた新たな地域コミュニティづくり”を目指し 「（一社）淡路エリアマネジメント」を設立。 

 

ＷＡＴＥＲＲＡＳＵ（ワテラス） －住居系活用の参考事例－ 

メモ欄 



北野工房のまち －商業系活用の参考事例－ 
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■概要 

 ・ 平成8年に旧北野小学校（神戸市）を活用した体験型工房施設 （延床面積1,950㎡、うち店舗690㎡） 

 ・ 平成10年7月に5年間の暫定施設として開業、平成15年に恒久利用決定、平成26年度年間来館者数100万人達成 

 ・ 現在は民間事業者（㈱サウンドプラン）がマスターリース 

 ・ ＪＲ三ノ宮駅徒歩12分、元校庭を異人館散策の観光駐車場として活用 

 ・ 豚まん作り、ラテ・アート体験、和ろうそく造り、アクセサリー制作、お箸作り、手作り帽子体験などの体験メニュー 

 ・グルメフロア、クラフトフロア計20店舗が入居。  

■本事業の特徴                                                                              

  立地の良さと建物の価値を活かし、地域活性化と地場産業振興に貢献 

<出典>当施設ＨＰ 

メモ欄 



ふらのマルシェ －商業系活用、複合用途活用の参考事例－ 
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■概要 

 ・ 富良野市中心市街地活性化基本計画のコンセプト「ルーバン・フラノ」構想に基づいて計画された活性化施設 

 ・ 「市民の憩いの場」     富良野市民が地元の食文化を楽しむための空間、大勢の市民が集い語らう場 

  「おもてなしの拠点」     富良野の農と食の魅力を内外に発信し、観光客等を「まちなか」へといざなう拠点 

  「まちの情報発信基地」  集う人々に様々なまちの情報を提供し、まちなか回遊へとつなぐ 

  「まちの縁側」         市民・商業者・観光客など大勢の人々が自由に集い、交流の輪を広げる 

 ・ ファーマーズマーケット、スイーツカフェ、富良野物産センター、テイクアウトショップ、タウン情報センターから構成 

■本事業の特徴                                                                              

  まず何よりも市民が集い、語らい、このまちに生きる楽しさと豊かさを享受する場として計画された 

<出典>当施設ＨＰ 

メモ欄 



シェア金沢 －福祉系活用の参考事例－ 

21 <出典>まち・ひと・しごと創生本部 日本版ＣＣＲＣ構想有識者会議 配布資料 

■概要 

 ・ サ高住（32戸）、児童入居施設、学生向け住宅（計8戸）、児童発達デイサービスセンター等のほか、温浴施設、   
レストラン、ライブハウス等が整備されている。 
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富山市立芝園小学校及び中学校PFI －教育系活用の参考事例－ 

■概要 

   事業期間  設計・施工：2006年3月～2008年1月、維持管理：2008年2月～2023年3月  

   事業方式  BTO方式  

   富山市内にある4小学校の統合校と1中学校の一体整備、並びに新しい教育拠点作りのため、 

   設計・建設・工事監理・維持管理を行うPFI事業 

■本事業の示唆                                                                             

  教育系の機能が街を変えられる可能性 

メモ欄 
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にしすがも創造舎 －公益系活用の参考事例－ 

校舎   主に中小劇団向けの稽古場 

体育館 主に商業演劇向けの稽古場、劇場 

  旧豊島区立朝日中学校を、演劇・ダンス等の稽古場
に転用することで、文化芸術の創造・交流・発信拠点
として再生する事業（H16/8～28/6予定）。 

  文化芸術を基盤とした地域コミュニティの再生を  
目指す豊島区の地域再生計画『文化芸術創造都市の
形成「としまアートキャンバス」計画』の中核事業。 

  豊島区はＮＰＯ法人アートネットワーク・ジャパンに 
無償で施設貸与。同法人は設備投資、維持管理、 
資金調達、利用者募集等の各種リスクを負担。 

  演劇の公演、各種講座の開催等を通じ、地域におけ
るコミュニティ再生にも寄与。 

  ＤＢＪは事業の初期段階からプロジェクトメイクに  
参画。ＮＰＯに対するＤＢＪの第１号融資案件。 

＜出典＞にしすがも創造舎ＨＰ 
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３．民間事業者との早期からの意思疎通 

－サウンディング型市場調査－ 
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ＰＰＰ（官民連携）とは 

（出所）当行作成 

PPP （Public Private Partnerships=“公民連携”） 

□ 「官（Public）」と「民（Private）」が様々な役割を分担しながら、 

   ① 公共施設の整備や公共サービスの提供を行う 

   ② 公共性の高いプロジェクト（都市開発、まちづくりなど）などを実施していく際の様々な手法の総称 

□ 期待される効果：  

 ・ 財政支出を削減しつつ公共サービスの水準を向上 

 ・ 民間のノウハウ・技術・資金等の効果的・効率的な導入 etc… 

公共事業 民間事業 PPPプロジェクト 

公 民 

公共サービス型 

 

PFI 

指定管理 

業務委託 

etc. 

 

 

 

 

公有資産 

活用型 

公有地活用 

定期借地権 

公共施設活用 

コンバージョン 

etc. 

 

 

民間誘導型 

 

企業誘致 

ベンチャー支援 

まちづくり会社 

etc. 
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■概要 

 ・透明性・公平性を確保した上で、早い段階で民間事業者との対話を行う手法。 

 <実施目的> 

  ●事業検討に向けて、市場性の有無や資産の活用アイデアを把握する 

  ●市としての地域課題や配慮事項を事前に伝え、より優れた事業提案を促す 

  ●事業者の参加意向を把握し、事業者がより参加しやすい公募条件を設定する 

 <実施段階> 

  ●事業者公募の前、活用検討中の早い段階での実施が有効 

 
実施
準備 

実施
公表 

事前
説明 

対話
実施 

●庁内調整 

●地元周知 

●実施要領の公表 

●対話参加企業等の公募 

●各種業界団体等への 

 周知協力依頼 

●事前説明会 

●現地見学会 

●対話結果概要の作成 

●参加企業等への確認 

●個別実施 

●追加対話 

●ＨＰへ掲載 

結果
公表 

活用
検討 

◎調査で把握した活用の可能性等  
   を踏まえて改めて活用案を検討 

◎公募要領の作成 

【フロー図】 

早い段階から民間事業者との対話を行うことで、官民連携の精度、質を高める 

サウンディング調査 －横浜市の例－ 

（出所）横浜市「共創アクションセミナー資料（H25.12.17）」より作成 
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サウンディング調査の実例 －戸塚区役所跡地利活用－ 

（出所）横浜市ＨＰ 
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サウンディング調査の実例 －戸塚区役所跡地利活用－ 

（出所）横浜市ＨＰ 
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 千葉県松戸市  

      新市立病院の移転地変更に伴い、建設事業予定地として取得して
いた土地について、民間事業者との対話により、活用のアイデアを 
調査（平成25年3月） 

実施結果概要 （松戸市ＨＰより） 

 当該地の活用アイデアにつき、8 事業者からの提案あり  

 ●小売業3 社、総合建設業3 社、広告代理業1 社、建築業1 社  

 ●食品SM（2社）、ホームセンター、住宅展示場、農園付住宅＋老人ホーム+幼稚園、 

  集合住宅＋食品SM、官民複合施設（公共施設・商業）＋集合住宅 等の提案あり 

公募結果概要 （松戸市ＨＰより） 

 H26/5公募（二段階一般競争入札）→ H26/7および8入札  

  → 長谷工コーポレーションJV  用途は商業施設と共同住宅の複合建物 

サウンディング調査の実例 －新市立病院建設事業予定地－ 
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 北海道函館市  

      旧ロシア領事館（1906年築）の 
土地・建物の活用に関し、事業方式
（売却または賃貸）、具体的な活用
方法、行政への要望等を、民間事
業者との対話により調査                     
（平成27年2月） 

サウンディング調査の実例 －旧ロシア領事館の活用－ 

（出所）函館市ＨＰ 
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サウンディング調査の実例 －旧ロシア領事館の活用－ 

（出所）函館市ＨＰ 



 ◆サウンディング調査のＰＲ 

    広報誌やＨＰに加え、関係先・団体への周知、専門紙投げ込み etc. 

 ◆諸元の提示 

    面積等、各種制限（例：用途・高さ・日影）、修繕履歴、維持管理費、想定費用 etc. 

 ◆実施方法 

    公募型    市からの周知活動が鍵 

             思いがけない業種から関心企業が出てくることも 

 ◆想定用途ほか 

    活用時における条件設定の有無（例：地域貢献施設の導入） 

    市、当該地域として譲れない条件 

    市の優先順位（価格？ 機能？ 建物保存？） 
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サウンディング調査のポイント 
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４．閉校した学校敷地・建物の利活用事例 

駅前開発等の参考事例 
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◆旧出石小学校利活用事業（岡山県岡山市）  

   定期借地権方式を活用、民間事業者が施設全体を整備し市が都市公園・保育園を取得 
   

◆新松戸学校跡地有効活用事業（千葉県松戸市） 

   民間事業者が活用地の取得額と面積を提案、残地に公共機能を配置 
  

◆京都御池中学校・複合施設整備事業（京都府京都市） 

   中学校に福祉施設、賑わい施設、公共オフィスを併設する複合施設を建設 
   

◆北九州市立思永中学校  

   民間収益事業用地に市が想定していなかった機能が入居 
  

◆東京おもちゃ美術館 

   ＮＰＯの運営による子育て支援機能の導入 
   

◆品川区立原小学校 

   高齢者向け住宅・保育園・敬老会館の一括開設・運営を条件に敷地・建物を無償貸与 

学校敷地・建物の利活用事例 
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◆練馬駅北口有効活用事業（東京都練馬区）  

   民間事業者が建物を施工し、区が公共施設部分を取得 
   

◆藤枝駅周辺にぎわい再生拠点施設整備事業（神奈川県藤枝市） 

   民間事業者が建物を施工し、民間機能（映画館・食品SM等）を整備 

   公共施設（図書館）が入居 
  

◆ＪＲ暘谷駅・高校跡地活用事業（大分県日出町） 

   民間事業者が建物を施工し、民間機能（食品SM等）を整備、公共施設（図書館）が入居 
   

◆権太坂三丁目用地活用事業（神奈川県横浜市） 

   民間事業者が市営住宅・商業施設等を施工し、市が市営住宅を借り上げ 
   

◆オガール紫波（岩手県紫波町）  

   交流人口の増と循環型まちづくりを念頭に、官民対話を重ねながら事業構築 
  

駅前開発等の参考事例 


